
羽生市ぎかいだより第１７３号 ���平成１８年２月１５日

・
現
在
の
手
当
の
支
給
状
況
と
廃

止
を
決
定
す
る
に
至
っ
た
経
緯
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

（
答
弁
）

・
羽
生
市
児
童
手
当
は
、
市
の
単

独
事
業
と
し
て
、
義
務
教
育
終
了

前
ま
で
の
児
童
を
四
人
以
上
養
育

し
、
所
得
制
限
に
よ
り
児
童
手
当

法
に
よ
る
児
童
手
当
を
受
け
て
い

な
い
方
に
第
四
子
目
以
降
の
児
童

一
人
に
つ
き
月
額
千
円
を
支
給
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

平
成
十
三
年
度
は
十
九
世
帯
で

二
十
四
万
二
千
円
、
十
四
年
度
は

十
七
世
帯
で
二
十
四
万
円
、
十
五

年
度
は
十
六
世
帯
で
二
十
二
万
六

千
円
、
十
六
年
度
は
九
世
帯
で
十

三
万
五
千
円
と
年
々
対
象
者
が
減

少
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

本
制
度
の
廃
止
を
決
め
た
背
景

に
は
、
事
務
事
業
の
見
直
し
が
あ

り
、
児
童
手
当
の
支
給
対
象
年
齢

や
乳
幼
児
医
療
の
対
象
年
齢
の
引

き
上
げ
な
ど
に
よ
り
子
育
て
支
援

策
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
最
終
的
に
羽
生
市
行
政
改

革
推
進
本
部
で
廃
止
の
方
向
づ
け

が
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

〈
そ
の
他
の
質
疑
〉

・
議
案
第
九
十
三
号　

平
成
十
七

年
度
羽
生
市
一
般
会
計
補
正
予
算

第
七
号

議
案
第
百
五
号　

羽
生
市
産
業
文

化
ホ
ー
ル
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

（
質
問
）

・
文
化
ホ
ー
ル
の
指
定
管
理
者
に

�
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
を
指
定
す

る
合
理
的
理
由
は
な
に
か
。

　

ま
た
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導

入
に
よ
り
ど
の
程
度
の
経
費
が
削

減
で
き
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
ど
の

よ
う
に
向
上
す
る
の
か
。

（
答
弁
）

・
�
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
は
、
平

成
六
年
か
ら
文
化
ホ
ー
ル
の
管
理

運
営
を
受
託
し
て
い
る
。　

　

そ
の
た
め
、
当
財
団
が
こ
れ
ま

で
に
蓄
積
し
て
き
た
施
設
運
営
の

専
門
性
や
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
の
経
営

資
源
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
文
化
ホ
ー
ル
の
設
置
目
的
を

効
果
的
か
つ
効
率
的
に
達
成
で
き

る
も
の
と
判
断
し
、
指
定
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
経
費
削
減
に
つ
い
て
は
、

財
団
か
ら
三
年
間
で
八
十
七
万
円

の
削
減
案
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
経
費
内
容
を
精
査
し
、
予
算

編
成
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
開
館

日
、
閉
館
時
間
な
ど
に
つ
い
て
、

管
理
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
利
用

者
の
要
望
に
添
え
る
よ
う
柔
軟
に

対
応
し
て
い
き
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
疑
〉

・
議
案
第
九
十
三
号　

平
成
十
七

年
度
羽
生
市
一
般
会
計
補
正
予
算

第
七
号

議
案
第
百
号　

羽
生
市
事
務
手
数

料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
及
び

議
案
第
百
一
号　

羽
生
市
給
水
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
質
問
）

①
本
二
条
例
の
改
正
に
よ
り
手
数

料
を
値
上
げ
し
た
場
合
、
ど
の
程

度
の
増
収
に
な
る
の
か
。

②
住
民
票
等
の
発
行
手
数
料
に
つ

い
て
、
自
治
体
間
の
料
金
バ
ラ
ン

ス
に
問
題
は
な
い
の
か
。

③
今
回
改
正
す
る
予
定
の
手
数
料

以
外
の
料
金
改
定
に
つ
い
て
の
見

解
は
ど
の
よ
う
か
。

（
答
弁
）

①
平
成
十
六
年
度
の
実
績
か
ら
、

件
数
を
算
定
す
る
と
、
約
四
百
万

円
の
増
収
が
見
込
ま
れ
る
。

②
県
内
全
市
の
状
況
は
、
住
民
票

の
発
行
手
数
料
を
例
に
す
る
と
、

三
百
円
が
一
市
、
二
百
円
が
十
八

市
、
百
五
十
円
が
十
七
市
、
百
円

が
二
市
と
な
っ
て
お
り
、
本
市
は

百
五
十
円
か
ら
二
百
円
に
値
上
げ
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・
議
案
第
九
十
六
号　

平
成
十
七

年
度
羽
生
市
中
小
企
業
従
業
員
退

職
金
等
共
済
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
第
一
号

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

行
田
市
、
熊
谷
市
、
鷲
宮
町
が

二
百
円
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
料
金

バ
ラ
ン
ス
に
問
題
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。

③
昨
年
の
自
主
・
自
立
委
員
会
に

お
い
て
、
手
数
料
、
使
用
料
の
見

直
し
の
提
言
を
受
け
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
自
主
財
源
確
保
の
観
点
か

ら
、
す
べ
て
の
手
数
料
、
使
用
料
、

負
担
金
に
つ
い
て
、
見
直
し
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
施
設
の
使
用
料
、
緊

急
保
育
料
、
住
民
検
診
な
ど
の
負

担
金
に
つ
い
て
も
受
益
者
負
担
の

観
点
か
ら
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

議
案
に
対
す
る
質
疑

永
沼
正
人
議
員

藤
倉
宗
義
議
員

落
合
信
夫
議
員

議
案
第
百
四
号　

羽
生
市
児
童
手

当
支
給
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

（
質
問
）

蜂
須
直
巳
議
員

議
案
第
百
二
号　

羽
生
市
農
業
委

員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
定
数
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
質
問
）

・
農
業
委
員
の
定
数
を
削
減
す
る

大
き
な
理
由
は
な
に
か
。
ま
た
、

他
の
市
町
村
の
状
況
は
ど
の
よ
う

か
、
併
せ
て
伺
い
た
い
。

（
答
弁
）

・
平
成
十
六
年
に
農
業
委
員
会
等

に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
、
下

限
定
数
を
廃
止
し
、
市
町
村
が
地


